
 

 

 

但馬中学校新人大会（部活動）の結果 
但馬中学校新人大会が、9月下旬より10月中旬にかけて但馬内各会場で行われました。各種目の結果

は以下のとおりです。なお、表彰伝達については、１１月６日（水）の全校集会で行います。 

 

◆野球 ※関宮学園との合同チーム 

   八鹿青渓４-３豊岡南  香住一４-３八鹿青渓 

◆ソフトボール ※養父中学校との合同チーム 優勝（県大会進出） 

八鹿青渓９-８日高東 八鹿青渓14-13豊岡北  

◆ソフトテニス  

＜男子＞ 団体戦 優勝（県大会進出）  

   八鹿青渓２-１香住一 八鹿青渓２-１豊岡南 八鹿青渓２-１港 

※個人戦 優勝 （県大会進出） 

第５位 （県大会進出） 

＜女子＞   

    豊岡南２-１八鹿青渓 

◆バスケットボール 

＜男子＞        ＜女子＞   

    和田山86-52八鹿青渓   香住一50-43八鹿青渓  

◆バレーボール 第３位 

  八鹿青渓２-０大屋 八鹿青渓２-０日高西 豊岡北２-０八鹿青渓 

 

◆卓球  

団体戦  第３位（県大会進出） 

日高西３-２八鹿青渓   八鹿青渓３-０香住一（３位決定戦）  

※個人戦 優勝（県大会進出） 第５位（県大会進出） 

◇ソフトテニスと卓球については、予選リーグを経た決勝トーナメントの成績を掲載しています。 
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１１月の「草庵先生の教え」 
１１月の「草庵先生の教え」は「精思力践（せいしりきせ

ん）」です。世の中の物事や目の前で起きていることについ

て、まずはじっくりと考えをめぐらせ、その結果として導き出

した自らの答えを精一杯実践してみることが大切であると

説いた言葉です。例えば、部活動の練習。どんな練習法が

自分に合っているかを深く考えてみて、その結果自らが選ん

だ方法を精一杯実践してみる。周囲から与えられたものを

実践するだけではなく、自分の思いを強く持つ。実に大切な

考え方だと言えるでしょう。 

【警告】各家庭でのSNSルールは大丈夫ですか？ 
校報第６号（５月２０日付け）の「SNS の怖さ」というコーナーで

述べさせていただいたように、全国各地で、SNS をめぐる中学生の

問題が頻発しているようです。特にスマートフォンを子どもに買い与

えたことによるトラブルが多く、各保護者の皆様には、ご家庭でのル

ールづくりとともに、子どもへの毅然とした指導をしていただく“教

育力”が必要になっています。最近では、八鹿青渓中学校でもスマ

ートフォンにまつわる課題で苦慮する保護者の声をちらほらと耳に

するようになりました。各ご家庭での様子を見つめ直すのと同時に、

課題があるようであれば早めの対応を是非ご検討ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   けっして、スマートフォンをはじめとする SNS が“悪”であるとは思いません。これからの時代を生きて 

いくためには、それらを使いこなしていく力というのはむしろ重要なことになってきています。しかしながら、 

中学生は未成年です。また、収入もなく経済観念も未熟です。さらには、起きてしまったことに対する責 

任も取れません。よって、スマートフォンの利用には、保護者の“教育力”が重要になってくるのです。もし 

も買い与えるなら家庭でのルールを確立し、確実にそれを守らせる。それが難しいようなら買い与えない、 

あるいは取り上げるというような毅然とした姿勢を子どもに見せましょう。 

あくまでも一例ですが、ある家庭では、「①スマートフォン（携帯電話）の購入費用・利用料金は就職 

した後に親へ返還すること。②スマートフォン（携帯電話）の保管や利用はリビングに限る。」というルー

ルを設定して所持させているとのことです。親としての後悔を絶対にしないためにも、スマートフォン利用

についてのルールを確立し、しっかりと徹底しましょう。 

  【中学生のスマートフォン利用に関連する問題（全国的な傾向ですが、本校でも散見。）】 

① LINE等のアプリを通じた悪口をきっかけに人間関係上のトラブルが発生。それが“いじめ”に発展する。  

② スマートフォンに夢中になるがあまり、家庭学習が疎かになり学業不振に陥る。 

③ スマートフォンの見過ぎで就寝時刻が遅くなって翌朝の起床が困難になる。昼夜の生活が逆転してしまい、そ 

の結果、学校へ登校しづらくなったり、そのまま不登校に陥ったりする。 

④ スマートフォンを利用したゲームで“課金”を行い、親の知らぬ間に高額請求をされる。 

⑤ スマートフォンを介して闇バイトに手を染め、罪を犯してしまう。 

⑥ スマートフォンを通じて見知らぬ人と知り合いになり、そのまま逃避行してしまう。最悪の場合、性被害に遭う。 

⑦ スマートフォンを買い与えてから親と子どもの会話が減ったり、子どもが親に対して反抗的になったりする。 

⑧ スマートフォンの見過ぎで視力が低下する。また、本や新聞などを読まない中学生がますます増える。 

 


